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‘大幹龍 ’と ‘子孫峰 ’のような存在で、全部王世貞の勢力の範囲内にあるというメッ
セージを伝えている。 
 



































































































                                                                 
5 （錢謙益,「王尙書世眞」、『列朝詩集小傳』下冊,丁集上 ,上海古籍出版社, 1963）  
6  汪正章、「王世貞文學思想論析」（廣西大學學報, 1995年 第4期） 65ページ。  
7  鄭利華、『王世貞硏究』（中國 學林出版社 , 2002） 1～3ページ; 陳書彔,「明代文學思想轉










































14 “余作『藝苑扈言』時,年未四十,方與于麟輩是古非今,此長彼短,未爲定論,至於戱學『世說  』,
比擬形似,卽不切相,又傷儇博,行世已久,不能復秘 ,故隨事改正,勿令多誤後人而耳.”（｢書西涯











神的に解脱しようとした。同時期に王世貞は禅仏教の用語である ‘眞我 ’ ‘師心 ’などを
持ち込んで文学主張を展開しただけでなく、自ら ‘性靈 ’と言う用語を使って詩文を論
じたことがある。16 
    
“彦吉之所爲詩 , 諸體不易指屈 , 然大要盖平和粹夷 , 悠深雋遠 , 鉉然之音 , 




性霊に一番近づいた詩論である。しかし、この文をよく読んでみると、 ‘真我 ’‘真詩 ’















                                                                 
15 裴世俊,上掲論文 55ページ  
16 “支所結撰 , 必匠心締而發性靈”（［封侍御若虛先生七十序｣ 『弇州山人續編 』巻35） “詩
以陶寫性靈,抒紀志事而耳”（｢題劉松年大曆十才子圖｣ 『弇州山人續稿』巻168）  
17 「鄒黃州鷦鹩集序」『弇州山人續編 』巻51 



































4. 李彦瑱の漢詩と文學傾向  
 
18世紀の朝鮮文壇で“我友我不友人（<衕衚居室>第2首）”しながら、一生を寂し
                                                                 











ろう。）次の引用文でそれを確認することができる。     
   
 “詩文有從人起見者, 有從己起見者。從人起見者, 鄙無論, 從己起見者 毋













   
 “世之必曰漢唐宋明, 而欲句類而字肖之者, 不其陋乎? 詩文之不蹈襲前人, 
而專出於己者, 吾見李君虞裳. 言簡而旨深, 識博而調奇, 雖世之老宿, 文未
易解 , 讀之者乃曰 : ‘是學誰也 ’, 如可謂之學誰 , 則非虞裳之志也 . 譽之而不
喜, 毁之而不怒, 其志必有在矣.” （金潚,『松穆館燼餘稿』跋文,ソウル大学 
奎章閣 藏本） 






21 李用休は本籍が廣州である。星湖 李瀷の甥で、錦帶  李家煥の父親であるだけに、儒學か
ら西學までに精通した学者である。また、南人系文人の代表的詩人として ‘30年間在野文衡
の役をしていた人物 ’（丁若鏞）  ‘燕巖と一緒に奇詭尖新な詩風を主導した名人 ’である（金
沢栄）、‘18世紀の詩壇の新しい局面を開拓した存在 ’（李德懋）などと評価されている。（金



























     五更頭辰鐘動 通衢奔走如馳   貧求食賤求官 萬人情吾坐知   
                                                    <衕衚居室> 第１首 
     車馬丁丁當當  婦女叨叨絮絮   我則如面牆僧  一生煉神鬧處   
                                                    <衕衚居室> 第8首 
     窓光白窓光黑 膠難粘日長午   閒坐一紙窓下 便觀來今往古    
                                                    <衕衚居室> 第154首   
 
                                                                 
































教に心酔する場合と違った独特な点である。    
    
  雨腳侵香穗 疎窓午枕初 病多仍奉佛 名斷尙貪書  
  瓜熟辭眞蒂 蟲遊化小魚 苟能謀五畝 夫釣婦看蔬    
                                        <斜陽窓明 蟬聲滿樹>第3首 
 自吾能作佛 心悟不師初 墨抹臨摹帖 爐燔剽竊書  
 貪嗔皆害馬 恩怨己忘魚 道在貧堪樂 終年食但蔬     
                                        <斜陽窓明 蟬聲滿樹> 第12首   















の自我を ‘身外身 ’と表現している。 
          
面黃者類古佛 衣白者類山人 能經世能出世 始能生身外身   
                                                   <衕衚居室>第116 
過去佛我前我 未來佛身後身 一個佛方現在 是 衕衚姓李氏  
                                                   <衕衚居室>第127首  




















                                                                 
24 李彦瑱は仏様を独りよがりな存在だと思わなかったみたいで、むしろ誰でも仏になれると
いう観念を持っているようである。こんな見解は“聞者謂佛在耳,談者謂佛在舌.兩端見窂不






























開いた ’のである。28  
      
 
 




26 これとの関連 金東俊, 上掲論文；安大絵 ,上の本参照。   
27 これは兪晩柱の日記『欽英』（甲辰（1784） 五月二十四日 條）から確認できる。即ち、“客
有善六言詩者 ,聽其二三,是亦惠寰松穆二李之流派也。” 
28 閔丙秀, <朝鮮後期 中人層의 漢詩 硏究>, 東洋学 第21集 , （檀国大学東洋学研究所、
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명（明）나라  문인  왕세정（王世貞）은  18세기  조선문단에서  별로  환영 
받지  못했으며 , 그의  문학사상  역시  추종（推從）하는  이가  드물었다 . 이러한 
문단의 분위기를 배경으로 할 때, 왕세정의 문학사상을 준적（準的）으로 삼았던 
18세기 중반에 활약한 조선문인 이언진（李彦瑱）의 문학실천은 독특하다. 과연 
이언진은  왕세정의  문학사상을  어떤  방식으로  수용했으며 ,  또한  그것을  토대 
（土臺）로 자신만의 새로운 문학세계를 구축 해 놓았을까? 이러한 문제의식을 
가지고 왕세정의 문학사상의 변화와 그 의미, 이언진의 문학경향과 한시의 
주제에 대하여 고찰했다. 이러한 고찰로 이언진은 왕세정의 문학사상이 만년에 
와서 변화를 보였던 부분에서, 변화 내지 창신의 정신을 이어받았으며, 그것을 
한시의 실천에 옮겨놓았음을 발견할 수 있었다. 이러한 고찰은 18세기 조선 
문단에 존재했던 다양한 흐름을 감지하고, 보다 입체적인 인식을 가져올 수 있는 
계기가 될 것이다. 그 밖에 본고에서 자료로 이용한 <동사여담（東槎餘談）>에 대한 
明 王世貞の文学思想と虞裳李彦瑱の漢詩 
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고찰을 통해, 통신사（通信使）로 일본에 가서 문명（文名）을 크게 날렸던 
이언진과 일본문인 유유한（劉維翰）의 필담（筆談）에서 나눈 당시 일본의 
문학경향에 대한 논의를 파악하는 데도 약간의 도움을 얻을 수 있을 것이다. 
 
핵심어: 이언진, 왕세정, 문학사상, 眞我, 眞詩. 
 
 
明の文人王世貞の文学思想と朝鮮李彦瑱の漢詩について 
 
明の文人王世貞は18世紀の朝鮮文壇において、それほど歓迎されていなかった
し、その文学思想もあまり推賞されていなかった。このような文壇状況を背景にし
てみた場合、王世貞の文学思想を標準にしていた18世紀半ばに活躍していた朝鮮の
文人李彦瑱の文学は独特の存在だと言えよう。果たして李彦瑱はどのような方法で
王世貞の文学思想を受容し、またそれを土台にして自分の文学世界を築き上げたの
か。このような問題意識をもって李彦瑱の文学にアプローチした場合、そこから18
世紀の朝鮮文壇の多様な流れを感じ取ることができるだけでなく、さらにその時代
の文学について立体的な認識をもつことができよう。また、本稿が資料として扱っ
ている「東槎余談」などの考察を通じて、通信使をきっかけに日本に大いに文名を
馳せた李彦瑱と日本の文人劉維翰との筆談をもとに、当時の日本文壇の状況を把握
することにもある程度役立つであろう。 
 
